
８月定例教育委員会

資料報告

○資料報告一覧

・令和８年度栄養教諭選考試験の実施について（義務教育課）

   ……………１

・令和８年度県立学校職員（実習助手、寄宿舎指導員）

採用選考試験（第１次試験）の結果について（高校教育課）

       ……………２

・令和８年度県立学校職員（船員）採用選考試験

について（高校教育課）          ……………４

・第３８期第３回長崎県社会教育委員の会議の会議結果に

ついて（生涯学習課）           ……………５

※資料配布での報告とさせていただきます。

※御質問があれば、御連絡ください。



 

  義務教育課   
 

件 名 令和８年度栄養教諭選考試験の実施について 

概 要 令和８年度に長崎県公立学校栄養教諭として任用するために、任用替え

の選考試験を実施する。 

１ 任用予定者 

栄養教諭としての資質・能力を有する者を任用する。 

２ 出願資格 

⑴ 長崎県公立小中学校及び義務教育学校の学校栄養職員、県立特別支

援学校の栄養士 

⑵ 教育職員免許法に定める栄養教諭（一種又は二種）免許状所有者、

又は令和８年３月３１日までに取得見込みの者 

⑶ 上記⑴の職を１年以上経験しているもの（令和8年3月31日現在） 

３ 選考試験日時 

令和７年８月２２日（金）１３：００～１５：１０ 

４ 会場 

県庁行政棟 

５ 試験内容 

小論文及び面接（模擬講話及び個人面接） 

６ 志願者数等 

７ 合格通知及び配置について 

令和７年10月末までに合格通知を行い、令和８年度定期人事異動にあ

わせて発令する。 

（参考）令和７年度 栄養教諭等配置数 
 

 
出願資格 

該当者数 
（R7.4.1現在） 

志願者数 
Ｒ７ Ｒ６ 

受験者数 任用者数 受験者数 任用者数 

小・中学校 １ １ １ １ ４ ４ 

特別支援学校 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

計 １ １ １ １ ４ ４ 

 
栄養教諭 学校栄養職員・栄養士 

欠員補充 計 
正規 再任用 正規 再任用 

小・中学校 ８９ １ ５ ０ １３ １０８ 

特別支援学校  ６ ０ ０ ０  ３   ９ 

計 ９５ １ ５ ０ １６ １１７ 
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高 校 教 育 課 
 

件 名 令和８年度県立学校職員（実習助手、寄宿舎指導員）採用選考試験 

（第１次試験）の結果について 

概 要 １ 試 験 

 （１）試 験 日  令和７年７月１２日（土） 

 （２）試験会場  長崎県庁行政棟 

 （３）試験内容  ①一般教養試験 ②適性検査 

 （４）合格者発表 令和７年８月１日（金） 

 

２ 受験者数及び合格者数 

 ＜Ａ採用（障害者特別採用選考＞ 

志願者数等 

 

職  種 

志願者数 

 

(A) 

受験者数 

 

(B) 

第１次試験 

合格者数 

(C) 

採用 

予定者数 

(D) 

倍率 

 

(B)/(D) 

実習助手（理  科） － － － 

若干名 － 
実習助手（工  業） － － － 

実習助手（商  業） ２ ２ ２ 

実習助手（特別支援） １ １ １ 

合  計 ３ ３ ３ 若干名 － 

＜Ｂ採用＞ 

志願者数等 

 

職  種 

志願者数 

 

(A) 

受験者数 

 

(B) 

第１次試験 

合格者数 

(C) 

採用 

予定者数 

(D) 

倍率 

 

(B)/(D) 

実習助手（理  科） ５ ５ ４ ２ ２.５ 

実習助手（農  業） ９ ９ ４ １ ９.０ 

実習助手（工  業） ６ ６ ６ ５ １.２ 

実習助手（商  業） ６ ６ ５ １ ６.０ 

実習助手（特別支援） １１ １１ ６ １ １１.０ 

小  計 ３７ ３７ ２５ １０ ３.７ 

寄宿舎指導員 １８ １８ ７ １ １８.０ 

合  計 ５５ ５５ ３２ １１ ５.０ 
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 ３ 実習助手及び寄宿舎指導員第２次試験の予定等（第１次試験合格者

に対して） 

 （１）試 験 日  令和７年８月２２日（金） 

 （２）試験会場  長崎県庁行政棟 

 （３）試験内容  ①小論文 ②個人面接 

 （４）合格者発表 令和７年９月５日（金） 

 

 

（参考）昨年度の実施状況 

 実習助手及び寄宿舎指導員（第１次試験） 

＜Ａ採用（障害者特別採用選考）＞ 

 ※障害者特別採用選考については、志願があった校種・教科のみ掲載 
 

＜Ｂ採用＞ 
 

志願者数等 

 

職   種 

志願者数 

 

(A) 

受験者数 

 

(B) 

第１次試験 

合格者数 

(C) 

採用 

予定者数 

(D) 

倍率 

 

(B)/(D) 

実習助手（理  科） １ １ １ 
若干名 － 

実習助手（特別支援） ５ ４ ４ 

合  計 ６ ５ ５ 若干名 － 

志願者数等 

 

職   種 

志願者数 

 

(A) 

受験者数 

 

(B) 

第１次試験 

合格者数 

(C) 

採用 

予定者数 

(D) 

倍率 

 

(B)/(D) 

実習助手（理  科） ９ ９ ６ ２ ４．５ 

実習助手（農  業） ２ ２ ２ １ ２．０ 

実習助手（工    業） ６ ６ ５ ３ ２．０ 

実習助手（商  業） ５ ５ ４ １ ５．０ 

実習助手（特別支援） １３ １２ ５ １ １２．０ 

小  計 ３５ ３４ ２２ ８ ４．３ 

寄宿舎指導員 １８ １８ ５ １ １８．０ 

合  計 ５３ ５２ ２７ ９ ５．８ 
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高 校 教 育 課 

件名 令和８年度県立学校職員（船員）採用選考試験について 

概要 １ 職  種  
 
船員（甲板員、機関員） 

 
 
２ 募集人数及び出願資格 
  

募集職種 募集人数 対象者及び資格 

船  
員 

甲 板 員 １名 

① 昭和４１年４月２日から平成２０年４月１日までに生

まれた者 

② 下記のいずれかに該当する者 

・ ５級以上の海技士（航海）の免許を有する者、又は令

和８年３月３１日までに当該免許を取得する見込みの

者 

・ ５級以上の海技士（航海）試験の筆記試験に合格して

いる者 

・ 船舶職員養成施設の課程を修了し５級以上の海技士

（航海）試験の筆記試験が免除される者、又は令和８

年３月３１日までに同養成施設の課程を修了見込みで

同試験の免除が見込まれる者 

③ 地方公務員法第１６条の各号の規定に該当しない者 

④ 日本国籍を有する者 

機関員 １名 

① 昭和４１年４月２日から平成２０年４月１日までに生

まれた者 

② 下記のいずれかに該当する者 

・ ５級以上の海技士（機関）の免許を有する者、又は令

和８年３月３１日までに当該免許を取得する見込みの

者 

・ ５級以上の海技士（機関）試験の筆記試験に合格して

いる者 

・ 船舶職員養成施設の課程を修了し５級以上の海技士

（機関）試験の筆記試験が免除される者、又は令和８

年３月３１日までに同養成施設の課程を修了見込みで

同試験の免除が見込まれる者 

③ 地方公務員法第１６条の各号の規定に該当しない者 

 
 
３ 出願期間  令和７年８月１３日（水）～令和７年９月１２日（金） 

※当日消印有効 持参の場合は午後５時まで 
 
４ 選考試験 
  （１）試験日時   令和７年９月２１日（日）午前９時３０分～ 
  （２）試験会場   長崎県庁行政棟３階 ３１４会議室 

（長崎市尾上町 3-1） 
  （３）試験内容   ①小論文  ②個人面接 
  （４）合格者発表  令和７年１０月２４日（金）予定 
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 生涯学習課  
 

 

件 名 
第38期第３回長崎県社会教育委員の会議の会議結果について 

概 要 
 

１ 開催日   令和 7年 7月 8日（火）13:30～15:30 

 

２ 出席者   社会教育委員 16名  生涯学習課 10名 

 

３ 審議テーマ 「楽しさでつながる長崎らしい社会教育のあり方」  

 

４ 概要 

（１）ながさき県民大学について（県生涯学習課から） 

 

（２）審議（社会教育法第 13条関係） 

   〇令和８年度 社会教育関係団体への補助金について 

補助金名：婦人会活動活性化事業補助金 

 

（３）協議                   ※委員の主な意見 

   〇協議テーマ：“楽しさでつながる”とは？ 

～子どもを核とした我がまちづくり～ 

 

   ・「楽しさ」には、単に騒いで盛り上がるような楽しさもあるが、

人間の「知的好奇心」を満たすような楽しさがとても大事である。 

 

   ・子どもを核としてまちづくりをする活動では、一つの活動が次の

活動を生み出していく「好循環」。つまり楽しさが次の活動を生ん

でいく実例が紹介された。 

 

・「学校が地域社会に何を求めて、地域社会から何を求められてい

るのか」「今必要とされている学力とは何か」ということを社会教

育委員の中でも考えていく必要がある。 

 

・関係団体の一人ひとりが楽しみ、かつ自分にとってのメリットを

見出す活動を行うことが社会教育である。その意味では、主役は必

ずしも子どもである必要はない。 

 

・どのようにすれば、長崎の子どもたちが社会の場面とよく触れ  

合って、よりたくさんの方々と触れ合って、大人になっていけ  

るか。そのための長崎らしい仕組みを少しずつでも探っていき 

たい。 
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